
○下野市こども発達支援センター条例施行規則

平成１８年１月１０日

規則第８８号

改正 平成１８年１０月１日規則第１９６号

平成２１年２月１８日規則第６号

平成２１年７月６日規則第２２号

平成２４年１２月２１日規則第２７号

平成２５年４月２３日規則第２０号

平成２５年１１月１９日規則第３３号

平成２８年８月１日規則第４６号

令和２年３月２７日規則第１０号

令和５年５月３０日規則第２８号

（趣旨）

第１条 この規則は、下野市こども発達支援センター条例（平成１８年下野市条例

第１０８号。以下「条例」という。）の施行に関し児童福祉法（昭和２２年法律

第１６４号。以下「法」という。）に基づく障害児通所支援事業の適正な運営を

確保するために、その運営管理に関する事項を定めるものとする。

（平１８規則１９６・平２４規則２７・一部改正）

（職員）

第２条 下野市こども発達支援センターこばと園（以下「こばと園」という。）に

次の職員を置く。

（１） 園長（管理者）

（２） 児童発達支援管理責任者（管理者兼）

（３） 保育士

（４） 嘱託医

（５） 相談支援専門員

２ 園長は、上司の命を受け、こばと園の業務及び事務を掌握し、所属職員を管理

監督する。

３ 園長に事故があるときは、上席職員がその業務及び事務を代理する。
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４ 児童発達支援管理責任者は、利用者の療育目標の設定、個別プログラムの作成、

評価、個別プログラムに沿った集団療育計画の作成、評価等を行う。

５ 保育士は、園長の命を受け、その担当の業務及び事務に従事する。

（平２１規則２２・平２５規則２０・平２５規則３３・一部改正）

（運営委員）

第３条 こばと園運営委員会（以下「委員会」という。）の委員（以下「運営委員」

という。）は、心身障害福祉に関係ある者の中から、市長が委嘱する。

２ 運営委員は、こばと園の円滑かつ適正な運営を図るため、市長の諮問に答申し、

また必要があると認めるときは、意見を提出することができる。

３ 委員会に、委員の互選により、委員長及び副委員長１人を置く。

４ 委員長は、会務を統括し会議の議長となる。副委員長は、委員長を補佐し、委

員長に事故があるときはその職務を代理する。

５ 委員会は、必要に応じ委員長が招集する。

（利用定員）

第４条 こばと園の１日当たりの利用定員は、児童発達支援事業及び放課後等デイ

サービス事業を合わせて２０人とする。

（平２８規則４６・全改）

（事業）

第５条 こばと園で行う事業は、次のとおりとする。

（１） 日常生活における基本的動作の指導

（２） 集団生活への適応訓練

（３） 療育訓練

（４） 野外訓練

（５） 指定計画相談支援に関すること。

（６） 指定障害児相談支援に関すること。

（７） その他目的達成に必要な事業

（平２５規則３３・一部改正）

（開園日時等）

第６条 こばと園の開園日は、次のとおりとする。



（１） 開園日は月曜日から金曜日までとする。ただし、国民の祝日に関する法

律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日及び年末年始を除く。

（２） 開園時間は、午前８時３０分から午後５時１５分までとする。

２ 市長は、必要があると認めるときは、前項の開園日時を変更し、又は臨時に休

園することができる。

（平２１規則２２・平２４規則２７・一部改正）

（利用契約）

第７条 支給決定を受けた保護者が、法に定める指定障害福祉サービスに該当する

児童発達支援事業及び放課後等デイサービス事業の利用を希望するときは、こど

も発達支援センターこばと園サービス利用契約書（様式第１号）により、市長と

デイサービスに係る契約を締結しなければならない。

（平１８規則１９６・平２１規則６・平２４規則２７・一部改正）

（契約の解除）

第８条 市長は、やむを得ない特別の事情がある場合には、保護者に対しあらかじ

め通知の上、保護者からのこども発達支援センターこばと園退園届（様式第２号）

により契約を解除することができる。

（平２１規則６・一部改正）

（こばと園の利用）

第９条 こばと園の利用は、保護者同伴とし、園児の送迎は保護者の責任において

行うものとする。

（緊急時等における対応）

第１０条 職員は、通所支援サービスの提供時に、利用者の体調が急変、その他緊

急事態が生じたときには、速やかに主治医に通告する等の措置を講ずるものとす

る。

（平２４規則２７・一部改正）

（非常災害対策）

第１１条 園長は、非常災害に備え、次の事項を行わなければならない。

（１） 消火器及び避難設備等を常時備え、適切な使用ができるようにする。



（２） 防火のための責任者を定め、火気取扱いに関する事項を職員及び利用者

に周知徹底させる。

（３） 非常災害時における職員の分担を定めるとともに、避難及び消火に対す

る訓練を実施する。

（平１８規則１９６・一部改正）

（衛生管理等）

第１２条 園長は、安全衛生管理等について、衛生上必要な対策を講ずるとともに、

安全衛生の保持に努めなければならない。

（身体拘束の禁止）

第１３条 園長は、施設サービスの提供にあたっては、利用者又は他の利用者の生

命又は身体を保護するために緊急やむを得ない場合を除き、身体的拘束その他利

用者の行動を制限する行為（以下「身体拘束等」という。）を行わないものとす

る。

２ 園長は、やむを得ず前項の身体拘束等を行う場合には、その態様及び時間、そ

の理由など必要な事項を記録することとする。

（平２１規則６・追加）

（苦情解決）

第１４条 園長は、提供した障害福祉サービスに関する利用者等からの苦情に迅速

かつ適切に対応するために、苦情を受け付けるための窓口を設置する等、苦情解

決に関する体制を整備し、掲示するなど利用者等に周知の徹底を図るものとする。

２ 園長は、社会福祉法（昭和２６年法律第４５号）第８３条に規定する運営適正

化委員会が同法第８５条の規定により行う調査又はあっせんにできる限り協力す

るものとする。

（平１８規則１９６・追加、平２１規則６・旧第１３条繰下・一部改正）

（第三者委員）

第１５条 利用者からの苦情を直接受理し、対応するために第三者委員を置くもの

とする。

２ 第三者委員は、利用者から苦情を受けたときは、速やかに園長に報告し、それ

らの問題解決に協力するものとする。



（平２１規則２２・追加）

（虐待防止のための措置に関する事項）

第１６条 園長は、利用者の人権の擁護、虐待の防止等のため、責任者を設置する

等必要な体制の整備を行うとともに、従業者に対し、研修を実施する等の措置を

講ずるものとする。

（平１８規則１９６・追加、平２１規則６・旧第１４条繰下・一部改正、

平２１規則２２・旧第１５条繰下）

（その他の運営等）

第１７条 園長は、職員の資質向上を図るための研修の機会を確保し、業務体制を

整備するものとする。

２ 職員は、業務上知り得た利用者の秘密を漏らしてはならない。

３ 職員であった者（臨時職員及び非常勤職員を含む。）は、業務上知り得た利用

者等の秘密について、その職を退いた後も漏らしてはならない。

（平１８規則１９６・旧第１３条繰下、平２１規則６・旧第１５条繰下、

平２１規則２２・旧第１６条繰下、令２規則１０・一部改正）

（その他）

第１８条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。

（平１８規則１９６・旧第１４条繰下、平２１規則６・旧第１６条繰下、

平２１規則２２・旧第１７条繰下）

附 則

（施行期日）

１ この規則は、平成１８年１月１０日から施行する。

（経過措置）

２ この規則の施行の日の前日までに、合併前の国分寺地区こども発達支援センタ

ー条例施行規則（平成１４年国分寺町規則第２３号）の規定によりなされた処分、

手続その他の行為は、この規則の相当規定によりなされたものとみなす。

附 則（平成１８年１０月１日規則第１９６号）

この規則は、公布の日から施行し、改正後の下野市こども発達支援センター条例

施行規則の規定は、平成１８年４月１日から適用する。



附 則（平成２１年２月１８日規則第６号）

この規則は、公布の日から施行する。

附 則（平成２１年７月６日規則第２２号）

この規則は、公布の日から施行する。

附 則（平成２４年１２月２１日規則第２７号）

この規則は、公布の日から施行する。

附 則（平成２５年４月２３日規則第２０号）

この規則は、平成２５年４月１日から施行する。

附 則（平成２５年１１月１９日規則第３３号）

この規則は、平成２６年１月１日から施行する。

附 則（平成２８年８月１日規則第４６号）

この規則は、平成２８年８月１日から施行する。

附 則（令和２年３月２７日規則第１０号）

この規則は、令和２年４月１日から施行する。

附 則（令和５年５月３０日規則第２８号）

（施行期日）

１ この規則は、令和５年６月１日から施行する。

（経過措置）

２ この規則の施行の際現にある旧様式による用紙については、当分の間、所要の

修正を加え、なお使用することができる。









様式第１号（第７条関係）

（平１８規則１９６・平２４規則２７・一部改正）

様式第２号（第８条関係）

（令５規則２８・一部改正）


